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In order for students to understand what programming thinking is, it is necessary to actually try computer 
programming. Tiny BASIC for Windows by takeuchi is very well suited for this purpose, which allows them to 
understand algorithms such as data swapping and sorting, as well as basic computer operating principles. 
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Tiny BASIC for Windows を選定した。これは基本
的には BASIC 言語（以下、明確に言い分ける必要
がある場合を除き、BASIC という）である。 




が、Tiny BASIC for Windows は takeuchi 氏(*3)の
開発によるもので、Tiny BASIC とは全く別物であ
る。 
BASIC （ Beginner's All-purpose Symbolic 












名がひとつしか使えない、変数名が 初の 2 文字し
か認識されないなどの制約が厳しかった。その後、
米 Microsoft 社がダートマス BASIC を元に機能を
拡大した BASIC（以下、Microsoft BASIC という）
を発表すると、パソコンメーカー各社が一斉にこれ
を標準搭載のプログラミング言語としたため、




20 INPUT “半径：”,R 
30 S=PAI*R*R  
40 PRINT “面積＝”;S 
50 END 
 















 その BASIC が再び日の目を見るのは 2002 年以
後、Microsoft 社が.NET Framework に対応した














            Const Pai = 3.14159 
            Dim R As Single 
            Dim S As Single 
            Console.Write("半径:") 
            R = Console.ReadLine() 
            S = Pai * R * R 
            Console.WriteLine("面積＝" & S) 
            End 
          End Sub 
End Module 
 





















































【第 0 章】実習の準備 
 Tiny BASIC for Windows のインストール 
【第 1 章】ノンプログラミングで四則演算 
 Microsoft BASIC にあったダイレクトモードに相
当する機能を使い、コンピュータでの計算を体験し
ながら算術演算子と計算式の書き方を習得する 
【第 2 章】変数を使う 
 ノンプログラミングで変数の使い方を習得、コン
ピュータの主記憶装置について解説 









【第 5 章】文字列を扱う（1） 
 String 型データと String 型変数、さらに文字コー
ドについて習得 




【第 7 章】繰り返し処理（1） 
 BASIC の FOR～NEXT を用いた回数が決まって
いる繰り返し処理のプログラムを通して制御文につ
いて解説 




【第 9 章】繰り返し処理（2） 
BASIC の WHILE～WEND を用いて一定の条件を
満たしている間繰り返し処理が行われるプログラム
を習得 
【第 10 章】平均を求めるプログラム（2）選択処理 
 平均を求める際、特定のデータが入力されたら加
算データの入力をやめるプログラムを通して選択処
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理、判断分岐について習得 






一部を付録 2 に示す。 
２．本教材を使用した授業の実践報告 
（１）2020 年度の富山大学人間発達科学部におけ
る 1 年生対象の基礎ゼミナール 
 この授業は学科の複数の教員が分担するものであ
るが，2020 年度は筆者が担当する回が 4 回あり、そ
















 課題は 3 題、1 題めはさらに小問 2 題に分かれて
いる。各課題と受講者の正解率は次のとおりである。
受講者総数は 39 人。 
 
課題 1 の 1）市電大学前電停から人間発達科学部第
1 棟玄関まで歩いてくる手順（旧国道 8 号線の南側
歩道を通るものとする） 
 
課題 1 の 2）人間 1 人と動物 3 匹を無事に川の対岸





［結果］第 1、2 問ともに全受講生が正解できた。 








［結果］受講者 39 人中、25 人が正解 
 
（２）2020 年度の富山大学人間発達科学部におけ
る 3 年生対象の教材開発論 
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人の学生全員が忘れており、付録 1 に示した問題も
5 人中 1 人が解けなかった。そこでこちらの授業で
も全員がプログラミング初心者という前提に立って
授業を進めた。授業回数が 15 回あることもあり、第




 この授業では第 2 回以降プログラム提出課題をほ
ぼ毎回設定した。主なものは次のとおりである。受
講生は 4 人。 




課題 1 の 2）三角形の面積を求めるプログラム 
底辺の長さ、高さは INPUT 命令を使ってキーボー
ドから入力するものとする 














































― 164 ― 
３．考察と結語 
（１）2020 年度に限った特殊事情 
 2020 年度は新型コロナウィルス COVID-19 の感
染拡大緊急事態宣言のため、前章(1)の授業は全回が、
前章(2)の授業もほぼ半数が遠隔授業となった。 








(2)前章 2 つの授業の初期調査から、1 年生は高等学



























令和 2 年 3 月 










































ア．Ｕ=UT×UK イ．I= 10 ウ．U=G+U 
エ．G=G+U オ．I＞10 
 










































































































（2020 年 10 月 20 日受付） 
（2020 年 12 月 8 日受理） 
  
